
放射性物質基礎知識 
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放射線と放射能 
• 放射線と放射能の関係は、電球と光の関係によく似ています。 
• 電球の光に相当するのが「放射線」とすれば、電球自身は放射線を出す

「放射性物質」、さらに電球が発光する能力（性質）が「放射能」とな
ります。すなわち放射能とは、放射線を出す能力（性質）をさしていま
す。 

出典： http://www.st-c.co.jp/air-counter/about/about_001.html 
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半減期 
• 放射能は物質の種類により、決まった周期で減っていきます。 
• 元々持っていた放射能が半分になるまでの時間のことを半減期と呼びま

す。 

出典： http://www.st-c.co.jp/air-counter/about/about_003.html 
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放射線や放射能を表す単位 
• 放射能の強さや放射線の影響を表すには、「ベクレル」や「シーベ 
• ルト」という単位が使われます。 

出典： http://www.maff.go.jp/j/syouan/soumu/saigai/pdf/120301_kiso.pdf 

1 Sv = 1,000 mSv = 1,000,000 μSv 
  （シーベルト）       （ミリシーベルト）         （マイクロシーベルト） 
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外部被ばくと内部被ばく 
• 人が放射線を体に受けることを被ばくといいます。 
• 外部被ばくは、放射性物質が体の外にあり、体外から放射線を受けるこ

とです。外部被ばく線量は、地域の空間線量率と被ばくした時間によっ
て決まります。 

• 内部被ばくは、放射性物質が体の中に入り、体の中から放射線を受ける
ことです。内部被ばく線量は、吸気中や摂取した水・食品中の放射性物
質の種類や量、摂取経路、物理的半減期や代謝等による減少の程度など
によって決まります。 

出典： http://www.maff.go.jp/j/syouan/soumu/saigai/pdf/120301_kiso.pdf 
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外部被ばく量を計算するときは 
地域の空間線量率（μSv/h）から１年間の外部被ばくの影響を推計した 
いときは、例えば次のように計算することができます。 
 
• １日のうち８時間程度を屋外で、１６時間程度を屋内で過ごすことを想

定。 
• 屋内で過ごす間に受ける線量は、空間線量率に低減係数（※）を乗じる。 
 ※例えば、木造家屋内では0.4、ブロックあるいは煉瓦造りの家屋内では0.2 など 

出典： http://www.maff.go.jp/j/syouan/soumu/saigai/pdf/120301_kiso.pdf 

外部被ばくの影響(μSv) 

＝ 地域の空間線量率(μSv/h) 

   ×｛8時間＋（低減係数×16時間）｝ 
   ×365日 

1日当たりの被ばく量 

1年当たりの被ばく量 

（例）空間線量率（平均値）が0.056 μSv/h 。この値が１年間続いたとすると 

0.056 (μSv/h) × ｛8時間＋（0.4×16時間）｝× 365日 ＝290 μSv 
（木造家屋に居住している場合） 
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内部被ばく量を計算するときは 
• 食物などから体に取り込まれた放射性物質は、別の原子核への変化や体

外への排出によって、時間とともに減っていきます。 
• 食品中の放射性物質からの１年間の内部被ばくの量（放射性物質が体内

に残っている間に人が受ける内部被ばくの総線量）は、次のように計算
することができます。 

出典： http://www.maff.go.jp/j/syouan/soumu/saigai/pdf/120301_kiso.pdf 

内部被ばくの量(mSv/年) 

＝ 食品中の放射性物質濃度(Bq/kg) × 年間摂食量(kg/

年) × 実効線量係数(mSv/Bq) 
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食品中の放射性物質の基準値 
• 長期的な食の安全の観点から基準値の上限が引き下げられました。（平

成24年4⽉1⽇から施⾏）。 

出典： http://www.mhlw.go.jp/shinsai_jouhou/dl/leaflet_120329.pdf 
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放射線の人体への影響 
• 放射線による生物への影響は、放射線のエネルギーによって、細胞内の

遺伝子（ＤＮＡ）が損傷を受けることによって起こります。 
• しかし、生物はＤＮＡの損傷を修復する仕組みや、異常な細胞を取り除

く仕組みを持っているので、ある程度までの損傷は修復することができ
ます。 

出典： http://www.maff.go.jp/j/syouan/soumu/saigai/pdf/120301_kiso.pdf 
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自然界から受ける放射線 
• 放射線は人類が生誕するずっと前から地球上に存在しています。 
• その地球で暮らす生物は少なからず放射線の影響を受けています。 
• 普通に食べている食物にもカリウム40などの放射性物質が含まれている

ものが多く存在します。 

出典： http://www.st-c.co.jp/air-counter/about/about_000.html 

※ラドンとは天然の放射性ガスの総称です。 

大地を構成する土壌、岩石はもちろんコンクリートからも空気中にラドンは放出さ
れます。 
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日常生活での被ばく 

出典： http://www.st-c.co.jp/air-counter/about/about_000.html 

• 自然からの放射線
以外にも、日常生
活でさまざまな被
ばくをします。 

• 東京-NYのフライト
では、高い高度ま
で上昇するので、 
宇宙線の影響が大
きくなり、約0.2ミ
リシーベルトの被
ばくをします。 

• 全身のCT写真では1
回で6.9ミリシーベ
ルトの被ばくをし
ます。 
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公衆の線量限度 

出典： http://www.st-c.co.jp/air-counter/defend/defend_000.html#defend000_002 

• 公衆に対しては、通常の生活で容認されているリスクレベルと同等の
線量レベルを考慮して、1ミリシーベルト/年が設定されています。 

• この値は外部被ばくと内部被ばくを合計したものであり、自然放射線
の影響とは区別して考えられています。 

• ただし、この限度は生涯を通じて受ける放射線量をできるだけ低く抑
えるために設けられたもので、健康に影響を及ぼすか否かを示す基準
ではありません。 
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放射線を測るには 

出典： http://www.st-c.co.jp/air-counter/measure/measure_000.html 

• 放射線をある物質に当てると、電離（放電）したり、光を放ったり、
写真のように焼きついたりします。レントゲン写真が分かりやすい
しょうか。 

• それらの反応を利用して、目に見えない放射線を測定できるようにし
たのがさまざまな放射線測定器です。 

• 検出部には主に以下の種類があります。 
  ・ガイガー・ミュラー（GM）計数管（気体の電離） 
  ・半導体検出器（固体の電離） 
  ・シンチレーション検出器（蛍光反応） 
  ・フィルムバッジ（写真作用） など 
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放射線計測機の種類 

出典： http://www.st-c.co.jp/air-counter/measure/measure_000.html 

• 放射線測定器にはさまざまな種類があり、活動した際に、累積線量と
して自分の被ばく量を把握したり、どの場所の線量が高くなっている
かを調べるには欠かすことのできない機器です。 
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【参考】放射線被ばく早見図 

出典： http://www.nirs.go.jp/data/pdf/hayamizu/j/j120405-hi.pdf 
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【参考】放射線と生活習慣のがんリスク 
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【参考】単位 
■ ベクレル ：水道水や食品などの検査の際に使用されています。 
■ グレイ ：放射線のエネルギーがどれだけ物質に吸収されたか
を表します。 
■ シーベルト ：人に対する放射線の影響を見るときに使用され
ます。 

出典： http://www.st-c.co.jp/air-counter/about/about_001.html 
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【参考】計算例 

出典： http://www.st-c.co.jp/air-counter/qa/qa_001.html 

測定された数値が0.05マイクロシーベルト/時だったときに、 
1年間の被ばく量に換算する方法 

 
 

■測定した場所に1年間留まると仮定した場合 
 
   0.05×24（時間）×365（日） 
   ＝438マイクロシーベルト≒0.44ミリシーベルト/年 
 
 
■測定した場所に毎日屋外に8時間、その場所の木造家屋内に16時間いる
として、木造家屋内滞在の被ばく低減効果を60％（係数0.4）とした場合 
 
   0.05×（8/24×1.0＋16/24×0.4）×24（時間）×365（日） 
    ≒0.05×0.6×24×365 
    ＝262.8マイクロシーベルト≒0.26ミリシーベルト/年   
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出典元 
厚生労働省「放射性物質の新たな基準値」 
http://www.mhlw.go.jp/shinsai_jouhou/dl/leafle
t_120329.pdf 
 
 ・P9 食品中の放射性物質の基準値 
 
 
農林水産省 放射性物質の基礎知識 
http://www.maff.go.jp/j/syouan/soumu/saigai/pd
f/120301_kiso.pdf 
 
 ・P5 放射線や放射能を表す単位 
 ・P6 外部被ばくと内部被ばく 
 ・P7 外部被ばく量を計算するときは 
 ・P8 内部被ばく量を計算するときは 
 ・P10 放射線の人体への影響 
 
 
放射線医学総合研究所 
 
 ・P16 【参考】放射線被ばく早見図 
 
 
国立がんセンター調べ 
 
 ・P17 【参考】放射線と生活習慣のがんリスク 
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エステーエアカウンターホームページ 
http://www.st-c.co.jp/air-counter/ 
 
 ・P3 放射線と放射能 
 ・P4 半減期 
 ・P11 自然界から受ける放射線 
 ・P12 日常生活での被ばく 
 ・P13 公衆の線量限度 
 ・P14 放射線を測るには 
 ・P15 放射線計測機の種類 
 ・P18 【参考】単位 
 ・P19 【参考】計算例 


